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１．はじめに 

 近年，我が国の社会インフラ施設や建築物の老朽化対

策は喫緊の課題であり，その対策を検討するために必要

な現況調査の迅速化や遠隔操作化，ならびに調査結果の

定量化などの要求が高まっている．特にコンクリート構

造物のひび割れ点検は，構造物の耐荷性や耐久性を知る

上で欠かすことができない．このようなことから，国が

進める SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）のイ

ンフラ維持管理・更新・マネジメント技術開発のひとつ

として，著者らの一部はコンクリートのひび割れ画像解

析技術 1）を中核とした，コンクリート構造物のひび割れ

点検技術の開発を進めてきた 2）．また，SIP ではこの技術

開発の支援と並行して，開発技術を広く社会に紹介して，

社会的なニーズとのマッチングを図り，実用化を進める

地域実装支援の取組みが行われてきた．このような取組

みのなかで，琉球大学が中心となって進めている地域実

装支援の一環として，沖縄県の協力を得て，沖縄県内の

点検事業者とともに，UAV を用いた離島架橋の撮影画像

からコンクリートのひび割れを定量的に評価することを

試行して，その有効性を確認した 3)．一方で，さらに実用

性を高めるための改良をこれまでに進めてきた． 

 今回，鹿児島大学が進める地域実装支援において，鹿

児島県の協力を得て，鹿児島県内の点検事業者とともに，

UAVを用いた橋台のひび割れ点検に本システムを適用し

て，ひび割れの検出精度と，実務者にとっての実用性を

確認した結果について報告する． 

２．コンクリートのひび割れ画像解析技術の概要 

図-1 にひび割れ画像解析の手順と出力結果の一例を示

す．本システムによるひび割れの定量化の手順は以下の

通りである．1) デジタルカメラにて，調査対象を所定の

空間分解能で撮影する．2) 撮影画像をあおり補正や画像

合成などの前処理をして，入力画像を作成する．3) 入力

画像のひび割れを人為的にトレースして，その範囲をウ

ェーブレット変換する．4) ひび割れ図およびひび割れ幅

ごとのひび割れ長さの分布図を出力する．今回試行した

このシステムについては，沖縄県での試行結果に基づく，

点検事業者の意見や要望を反映したものを適用した．こ

れは例えば，従来はひび割れ図のみの出力であったが，

これを撮影画像上に重ねて自動出力できるようにした． 

３．橋台のひび割れ点検方法 

図-2 に撮影対象の橋台と UAV による撮影状況を示す．

ひび割れ画像は，三脚に固定した一眼レフカメラ（有効

画素数 1,800 万画素）と，市販の UAV に搭載されたカメ

ラ（有効画素数 1,200 万画素）でそれぞれ撮影した．一眼

レフカメラによる撮影は，対岸から望遠レンズを用いて

撮影した．これは，対象橋台と河川までの離間が狭く，同

じ岸からの撮影では 1 枚あたりの撮影範囲が必要以上に

狭く，高精細な画像なってしまうためである．一方，UAV

に搭載したカメラによる撮影は，一眼レフカメラに比べ
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図-1 ひび割れ画像解析の手順と出力結果の一例 

図-2 撮影対象の橋台と UAV による撮影状況 
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て焦点距離が短く，被写体に極力近づく必要があったた

め，UAV を対岸から操作して撮影した．今回使用した一

眼レフカメラでは焦点距離 102mm，被写体までの距離を

19m とし，1 枚当たりの撮影範囲を縦 4.1×横 2.7m とし

た．また，UAV に搭載したカメラでは焦点距離 5mm，被

写体までの距離を 2.6m とし，1 枚当たりの撮影範囲を縦

2.4×横 3.2m とした．これにより，いずれの撮影方法も空

間分解能が 0.8mm/pixel となる画像を得ることができた．

なお，空間分解能を 0.8mm/pixel に設定したのは，本シス

テムでは，撮影画像の空間分解能の 1/4 以上の幅のひび

割れをほぼ全て検出できるためで，今回は幅 0.2mm 以上

のひび割れの検出を目標としたためである． 

４．橋台のひび割れ点検結果 

図-3 に橋台の撮影画像とひび割れ画像解析の結果を示

す．ここでは型枠跡で 2 枚幅分の約 1.8m の範囲を抜粋し

ている．この結果によれば，ひび割れの分布や幅，長さは

ほぼ等しく評価されており，振動や揺れの影響が懸念さ

れた市販の UAV による撮影画像からでも，ひび割れを正

確に，定量的に評価できることが確かめられた．また，本

システムの使い方を点検事業者の点検員に説明すると，1

時間程度で自在に扱えるようになり，特に複雑な操作が

なく，使い勝手が良いとの評価を得ることができた． 

５．結論 

橋台のひび割れ点検を，三脚に固定した一眼レフカメ

ラと市販の UAV に搭載したカメラによる撮影画像を用

いて，開発したひび割れ画像解析システムで行った．そ

の結果，市販の UAV に搭載したカメラによる撮影画像で

も，ひび割れの分布や幅，長さを的確に評価できた．ま

た，本システムを初めて使う点検員にとっても使いやす

く，実用性のあるシステムであることが確かめられた． 
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図-3 橋台の撮影画像とひび割れ画像解析の結果 
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